
          

№
７ 

大
正
新
田
開
墾
の
沿
革 

（当
館
蔵
） 

 

【
翻
刻
】 

大
正
新
田
開
墾
の
沿
革 

刈
谷
町
大
字
熊
青
年
会
は
明
治
三
十
八
年
同
志
青
年
相
謀
り
研
究
会
な
る
も
の
を
組
織
し
た
る
に
起
因
せ
り
、

尓
来
年
を
逐
ひ
て
会
員
の
増
加
を
来
す
と
共
に
熊
有
志
青
年
会
」
と
改
称
し
三
浦
又
衛
自
ら
起
て
会
長
の
任

に
膺
り
会
務
に
精
励
せ
り
。
そ
の
後
大
字
有
力
者
等
互
に
応
援
し
て
、
更
に
会
を
拡
張
し
て
熊
青
年
会
と
せ

ん
こ
と
を
区
長
に
建
議
し
区
長
を
会
長
に
」
仰
き
、
大
字
よ
り
補
助
金
拾
弐
円
五
拾
銭
を
受
け
以
て
会
の
発

展
を
図
り
つ
ゝ
あ
り
し
、
茲
に
明
治
四
十
四
年
、
時
の
会
長
を
始
め
会
員
等
大
に
道
路
の
改
修
土
木
工
事
の

請
負
及
び
青
年
試
作
」
地
等
を
な
し
、
其
の
得
た
る
賃
金
并
に
利
益
金
を
会
費
に
充
て
会
の
蓄
積
金
を
得
る

と
共
に
、
一
方
各
地
の
事
業
祝
祭
に
よ
り
得
た
る
知
見
に
基
き
、
本
会
を
し
て
独
立
自
営
の
基
礎
を
得
」
せ

し
め
は
将
来
益
々
隆
盛
発
達
の
機
運
に
到
達
す
る
こ
と
あ
る
を
覚
悟
し
、
尓
来
之
が
方
法
に
苦
心
焦
慮
せ
り

時
、
恰
も
大
字
共
有
地
字
三
代
淵
の
荒
蕪
地
を
大
字
に
於
て
開
墾
」
し
良
田
と
為
さ
ん
と
せ
し
も
、
開
墾
費

の
多
大
に
驚
き
収
支
償
は
さ
る
事
業
は
そ
の
儘
と
な
し
荒
蕪
地
よ
り
生
ず
る
下
草
代
を
得
る
に
如
か
す
と
の

評
議
一
変
し
た
る
を
」
以
て
、
高
野
源
次
郎
并
青
年
会
員
等
と
自
ら
進
て
従
来
の
大
字
補
助
金
に
換
る
に
、

該
荒
蕪
地
を
借
受
け
青
年
会
記
念
事
業
と
し
て
良
田
と
な
さ
ん
事
は
、
一
は
国
家
の
福
利
を
」
増
進
し
、
一

ハ
本
会
の
基
本
財
産
を
得
て
本
会
独
立
自
営
の
目
的
を
達
せ
ん
こ
と
を
思
ひ
、
事
の
由
を
大
字
に
建
議
を
し

に
大
字
は
喜
ん
て
之
を
容
れ
た
り
。
是
に
於
て
会
員
等
は
三
十
四
名
一
致
協
力
し
て
、
明
治
四
十
五
年
三
月

廿
八
日
を
卜
し
工
を
起
し
、
尓
来
務
め
て
農
家
の
休
暇
日
を
利
用
し
て
工
事
を
な
し
、
工
賃
と
し
て
曩
に
貯

蓄
し
た
る
金
額
其
」
他
従
来
の
事
業
に
よ
り
て
得
た
る
賃
金
并
に
利
益
金
合
計
金
五
拾
六
円
三
拾
弐
銭
を
以

て
、
僅
か
な
る
弁
当
料
を
会
員
に
支
給
し
、
大
正
二
年
六
月
十
六
日
愈
々
工
事
竣
工
を
告
け
、
初
年
の
」
植

付
を
な
す
。
こ
の
工
事
年
数
一
年
三
ケ
月
工
事
に
要
せ
し
。
人
夫
弐
百
五
拾
三
人
六
分
に
て
開
墾
面
積
壱
反

九
畝
拾
歩
を
得
た
る
も
、
不
幸
に
し
て
八
月
三
日
海
嘯
の
為
周
囲
の
堤
防
を
破
」
壊
せ
ら
れ
、
収
穫
皆
無
の

悲
運
に
遭
遇
せ
し
も
、
会
員
等
は
尚
不
撓
不
屈
一
層
事
業
に
奮
励
努
力
し
て
、
堤
防
の
修
繕
笠
置
工
事
の
為

め
に
更
に
三
十
五
人
五
分
の
人
夫
を
」
費
し
、
大
正
三
年
三
月
十
五
日
に
至
り
全
く
工
事
の
竣
工
を
告
げ
、

大
正
新
田
と
命
名
し
、
耕
耘
植
付
除
草
灌
漑
等
の
手
入
を
な
し
、
大
正
三
年
度
に
収
穫
米
五
石
」
八
斗
価
格

六
拾
七
円
九
拾
壱
銭
、
其
他
堤
防
の
下
草
藁
稈
等
雑
収
入
拾
弐
円
弐
拾
銭
、
合
計
金
七
拾
八
円
拾
壱
銭
を
得

た
り
。
こ
の
間
会
員
等
は
断
へ
す
毎
月
夜
間
四
回
の
会
合
日
を
定
め
、
娯
楽
と
し
て
ハ
将
棋
囲
碁
俳
句
相
撲

清
書
会
体
力
増
進
■
等
の
施
設
を
な
し
、
精
神
修
養
と
し
て
は
一
日
一
善
及
神
社
境
内
の
掃
除
」
献
燈
并
に

名
士
の
講
話
会
等
協
同
一
致
会
の
為
め
に
書
瘁
し
敢
て
懈
■
あ
ら
ず
。
大
正
四
年
四
月
八
日
竣
工
記
念
と
し

て
起
工
業
の
会
員
一
同
打
揃
ひ
伊
勢
」
大
廟
へ
参
拝
し
、
四
月
十
九
日
を
期
し
本
会
発
会
式
并
に
大
正
新
田

竣
工
記
念
式
を
挙
行
し
、
高
野
源
次
郎
氏
に
対
し
記
念
品
を
贈
呈
し
年
来
指
導
の
労
を
謝
せ
し
■
（
後
略
） 

 

・
こ
れ
は
、
企
画
展
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
‐
甦
る
モ
ノ
た
ち
‐
」〔
会
期
：

令
和
４
年
７
月
16
日
（
土
）
～
９
月
４
日
（
日
）〕
出
品
称
の
一
部
に

つ
い
て
、
翻
刻
お
よ
び
大
意
を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。 

・
№
は
展
示
番
号
と
一
致
し
ま
す
。 

・
旧
字
は
新
字
に
あ
ら
た
め
ま
し
た
。 

・
読
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
ま
し
た
。 

・
判
読
不
能
な
文
字
は
■
で
示
し
、
改
行
は
」
で
記
し
ま
し
た
。 

翻刻 

大意 



【
大
意
】 

大
正
新
田
開
墾
の
沿
革 

刈
谷
町
大
字
熊
青
年
会
は
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
に
研
究
会
を
組
織
し
て
以
来
、
会
員
が
増
え
る
と
と

も
に
熊
有
志
青
年
会
と
改
称
し
て
、
三
浦
又
衛
が
会
長
に
な
り
、
会
の
仕
事
を
一
所
懸
命
に
務
め
た
。
土
木

工
事
な
ど
を
請
け
負
っ
て
得
た
賃
金
な
ど
を
会
費
に
あ
て
て
い
た
が
、
こ
の
地
域
の
荒
れ
地
を
開
墾
す
る
費

用
の
高
額
さ
に
驚
い
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
荒
れ
地
に
か
か
る
税
金
を
賄
え
な
い
、
と
議
論
が
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
高
野
源
次
郎
と
青
年
会
の
会
員
た
ち
が
、
自
ら
進
ん
で
荒
れ
地
を
借
り
受
け
て
、
青
年
会

の
記
念
事
業
と
し
て
良
い
田
ん
ぼ
と
す
る
こ
と
は
、
一
つ
は
国
家
の
幸
福
と
利
益
を
増
や
し
、
一
つ
は
会
の

基
本
財
産
を
得
て
会
が
独
立
自
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
、
そ
の
旨
を
地
域
に
意
見
し
た
。
す

る
と
、
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
会
員
た
ち
は
農
家
の
休
暇
日
を
利
用
し
て
工
事
を

進
め
た
。
工
賃
と
し
て
、
先
に
貯
め
て
い
た
お
金
や
従
来
の
事
業
で
得
ら
れ
る
賃
金
な
ど
か
ら
、
わ
ず
か
な

弁
当
代
を
会
員
に
支
給
し
た
。
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
６
月
16
日
に
い
よ
い
よ
工
事
が
完
了
し
、
初
め
て

植
え
付
け
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
不
幸
に
も
海
嘯
（
川
を
逆
流
す
る
波
ま
た
は
津
波
）
に
よ
っ
て
周
囲
の
堤

防
が
破
壊
さ
れ
、
収
穫
が
全
く
な
い
と
い
う
悲
運
に
遭
遇
し
た
。
け
れ
ど
も
会
員
た
ち
は
、
不
撓
不
屈
で
一

層
事
業
に
励
み
、
堤
防
の
修
繕
工
事
を
完
了
し
、
大
正
新
田
と
名
付
け
た
。
田
を
耕
し
た
り
、
植
え
付
け
を

行
っ
た
り
、
除
草
作
業
や
灌
漑
な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
、
大
正
３
年
度
に
米
を
５
石
８
斗
、
価
格
に
し
て
67

円
91
銭
、
そ
の
ほ
か
堤
防
の
下
草
や
藁
な
ど
の
雑
収
入
12
円
20
銭
、
合
計
78
円
11
銭
を
得
た
。
大
正
４
年

（
１
９
１
５
）
４
月
８
日
に
竣
工
記
念
と
し
て
、
会
員
一
同
そ
ろ
っ
て
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
し
、
４
月
19
日
に

本
会
（
刈
谷
町
熊
青
年
会
）
の
発
会
式
と
大
正
新
田
の
竣
工
記
念
式
を
行
い
、
高
野
源
次
郎
氏
に
た
い
し
て
、

記
念
品
を
贈
呈
し
、
長
年
の
労
に
感
謝
し
た
。
（
後
略
） 

                       

歴
史
博
物
館 

逢
妻
川 

 

【大正新田の場所の推定】 

本資料に記載の「大正新田」の場所は、本紙下部にある図の河川およ

び道路の形状から、当館付近の逢妻川・境川沿いであると考えられます。 

 この写真は、刈谷境橋から南側を撮影したものです。 

〔撮影日：令和４年６月 29 日〕 

 



№
11 

静
観
堂
屏
風 

（金
勝
寺
蔵
） 

 
【
翻
刻
】 

予
寓
浪
越
之
三
年
、
府
下
書
肆
静
観
生
齎
其
所
蔵
勾
田
台
嶺
画
山
水
八
張
來
、
請
曰
：
欲
以
此
造
六
曲
」
屛

風
。
為
一
隻
則
贏
二
、
為
一
双
則
欠
四
。
与
贏
二
之
無
用
、
何
如
欠
四
之
待
先
生
而
全
也
。
請
先
生
文
以
」

補
其
闕
則
幸
甚
。
予
咲
曰
：
生
亦
貪
多
也
。
然
以
予
知
生
日
久
、
不
敢
峻
拒
、
遂
為
論
叙
其
次
第
。 

（
中
略
） 

維
時
文
久
紀
元
辛
酉
孟
冬
上
浣
、
奎
堂
散
人
松
本
衡 

識
于
浪
越
石
街
寓
居
。 

  

【
大
意
】 

 

わ
た
く
し
が
浪
越
（
名
古
屋
）
に
寓
居
し
て
三
年
、
城
下
の
書
店
静
観
堂
の
主
人
が
、
所
蔵
す
る
勾
田
台

嶺
の
描
い
た
山
水
画
八
枚
を
持
参
し
て
、
訪
ね
て
き
た
。
彼
が
求
め
る
に
「
こ
の
山
水
画
を
用
い
て
六
曲
の

屏
風
を
作
り
た
い
の
で
す
が
、
一
隻
（
半
双
）
に
す
る
と
二
枚
が
余
り
、
一
双
に
す
る
と
四
枚
分
が
足
り
な

い
。
二
枚
を
余
し
て
無
駄
に
す
る
よ
り
、
こ
の
際
空
い
て
い
る
四
枚
を
先
生
に
お
願
い
し
、
完
全
な
屏
風
に

す
る
方
が
ず
っ
と
よ
い
、
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
ひ
と
つ
先
生
の
文
章
を
頂
戴
し
、
空
い
た
四
枚
を
埋
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
あ
り
ま
せ
ん
。」 

 

わ
た
く
し
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「
主
人
も
ま
た
、
ず
い
ぶ
ん
欲
深
い
ひ
と
だ
。
」
し
か
し
平
生
よ
り
久
し
く

主
人
を
見
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
む
げ
に
は
拒
絶
せ
ず
、
か
く
し
て
彼
の
た
め
に
順
序
立
て
て
論
賛
を
叙

述
す
る
こ
と
に
し
た
。 

（
中
略
） 

 

こ
れ
時
は
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
辛
酉
歳
の
孟
冬
（
10
月
）
上
旬
、
奎
堂
散
人
松
本
衡 

浪
越
の
石
町

の
寓
居
に
識
す
。 


